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平成２３年度 八洲学園高等専修学校事業計画書 
１．施設の概要 

（１）所在地 

学校名 所有区分 郵便番号 学校（会場）所在地 電話番号 FAX番号 

八洲学園高等専修学校 法人所有 593-8327 大阪府堺市鳳中町４－１３２ 072-262-5741 072-262-5795 

 

２．学生の概要 

（１）設置課程・学科・収容定員・在籍者数一覧（平成 22年 5月 1日現在） 

設置課程 設置学科 修業年限 
入学定員 

（人） 

①収容定員 

（人） 

②在籍者数 

（人） 

③休学者数 

（人） 

収容率 

（％） 

②÷①×１００ 

経理高等課程 商業科 3年 １００ ３００ ５２   

 専攻科 2年  ８０ ２２   

 

（２）平成２２年度入学者数・卒業者数・転学者数・退学者数・除籍者数予測一覧 

 
入学者数 

（途中転編含む） 
卒業者数 転学者数 退学者数 除籍者数 増加予測人数 

商業科 ２７ １５  ３ ０ ９ 

専攻科 ８ １０  １ ０ －３ 

 

３．教職員関係 

（１）平成２２年度管理職の概要 

職名 

 

氏名 備考 
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校長 

 

谷口 充 留任 

 

 

  

 

（２）平成２２年度教職員の概要（平成 21年 5月 1日現在） 

  合計（人） 

教

員 

本務 ６ 

非常勤 ４ 

職

員 

本務 ０ 

兼務 ２ 

 

↓ ↓ ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均年令は教員 ５０．１  才、職員６３．０   才である （例２５．３） 

  合計（人） 

教

員 

本務 
男性 ５ 

女性 １ 

非常勤 
男性 １ 

女性 ２ 

職

員 

本務 
男性 ０ 

女性 ０ 

兼務 
男性 １ 

女性 １ 
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４．事業の概要 

（１） 事業の概要 

   特別支援教育が始まり５年をむかえ、後期中等教育においてもその必要性は高まりつつある。当校においては去年に続き、本科の入学

生が増加している。 

   とりわけ２３年度は、１２月・１月の特別推薦だけで定員（校内定員）の２０名を超えている。近隣中学校からは定員を増やしてほし

いという要望が複数校よりよられており、支援教育が今後においても増加するものと思われる。本年度においては専攻科を専門課程に

し、通学定期の適用を受け更に学生生徒の増加をはかりつつ、教育の中身を精査し期待を寄せられる学校にする方針である。 

 

 

 

 

（２） 主な事業の目的・計画及びその進捗状    

    

   所謂軽度発達障害の生徒学生にインクーシブな教育を実践し欧米諸国並みの学習権を保障する。また教育年限の延長として専攻科の 

   設置を全国に向け啓蒙して行く。 

     

 

① 主な事業の計画 

年度 事項 概要 進捗状況 

２２～２３ パソコン設備の補修 

２年計画の後期 

既存のパソコン j が 10 年以上経過した

ため 

後援会の援助もあり2,年計画の最終

年 

２３ 第８回全国専攻科大会  

日本 LD学会  

和歌山大学教育学部 

レポート発表 

LD学会 企画者 

和歌山大学と連携 

和大研究室との共同研究 

啓蒙啓発と教育の意義を発表 
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② 施設・設備の整備計画 

年 度 事  項 事業規模等 事業費 財  源 実施時期 備  考 

２３年度 パソコンの  ４００，０００ 備品補充費等々

後援会 

５月中  

２３年度 水道漏れ補修  ２００，０００ 修繕費 ４月中  

２３年度 専門課程の設置   後援会 ５月中  

       

 

 

③ 授業料変更等 

年 度 事    項 概    要 

 計画なし  

 

 

④ 卒業者数、就業者数、学位授与数の見込みについて 

   

 

⑤ 学生生徒の就職、進学の状況について 

  

 

⑥ 教職員採用・退職計画 

年 度 事    項 概    要 

２３ 非常勤講師の補充 1名  

 

⑦今後の課題について 

 

  今後も生徒数が増加をすると思われるので、教員の確保並びに校舎の移転等を検討する。 
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５．財務の概要 

  経費を抑え可能な限り経営努力をして経済力高めていく。 


